
2012． 9   ●月刊公論　72

学長インタビュー

　

本
誌　

同
志
社
大
学
は
、
今
年
で
創
立

一
三
七
周
年
に
な
り
ま
す
ね
。

　

八
田　

本
学
の
前
身
は
、
一
八
七
五
年

に
米
国
修
学
か
ら
帰
国
し
た
新
島
襄
先
生

が
京
都
府
顧
問
の
山
本
覚
馬
氏
な
ど
の
協

力
に
よ
り
京
都
御
所
近
く
の
寺
町
に
開
校

し
た
同
志
社
英
学
校
で
、
そ
の
後
一
九
一

二
年
に
専
門
学
校
令
に
よ
る
同
志
社
大
学
、

一
九
二
〇
年
に
大
学
令
に
よ
る
同
志
社
大

学
が
開
校
し
、
第
二
次
大
戦
後
の
一
九
四

八
年
に
新
制
大
学
に
移
行
、
神
学
部
、
文

学
部
、
法
学
部
、
経
済
学
部
を
開
設
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
に
商
学
部
と
工
学

部
を
新
設
し
六
学
部
と
な
り
、
こ
の
六
学

部
体
制
が
長
く
続
き
ま
し
た
が
、
二
〇
〇

四
年
の
政
策
学
部
開
設
を
皮
切
り
に
、
昨

年
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
ま
で
七
学
部
を
新
設
し
、
現
在
は

一
三
学
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来

年
四
月
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
文
化
学
部

を
開
設
し
、
一
四
学
部
体
制
と
な
り
ま
す
。

　

本
誌　

今
出
川
校
地
と
京
田
辺
校
地
の

再
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
。

　

八
田　

本
学
で
は
、
二
〇
〇
二
年
に
工

業
（
場
）
等
制
限
法
が
廃
止
さ
れ
、
学
生

を
京
都
市
内
に
回
帰
で
き
る
環
境
が
醸
成

さ
れ
た
こ
と
や
、
二
〇
一
〇
年
秋
に
同
志

社
中
学
校
が
移
転
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

教
育
・
研
究
環
境
の
充
実
に
向
け
て
教
学

体
制
の
再
構
築
に
着
手
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
学
年

の
進
行
と
と
も
に
勉
学
校
地

が
変
わ
る
二
校
地
体
制
で
し

た
が
、
こ
れ
を
各
学
部
・
研

究
科
の
全
学
年
の
教
育
が
い

ず
れ
か
の
校
地
で
完
結
す
る

体
制
に
改
め
ま
す
。
現
在
、

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
同

志
社
中
学
校
移
転
後
の
用
地

に
新
校
舎
﹁
良
心
館
﹂、
京

都
市
か
ら
産
業
技
術
研
究
所

繊
維
技
術
セ
ン
タ
ー
用
地
を

譲
り
受
け
、
今
出
川
キ
ャ
ン

パ
ス
の
隣
に
新
し
く
開
設
す

る
烏
丸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
新

校
舎
﹁
志
高
館
﹂
を
建
築
し

て
お
り
、
二
〇
一
三
年
四
月

に
は
教
学
体
制
の
再
編
と
文

系
学
部
の
一
、
二
年
次
生
の

勉
学
校
地
の
変
更
を
終
え
、

今
出
川
校
地
は
八
学
部
一
〇

大
学
院
研
究
科
、
京
田
辺
校

地
は
六
学
部
六
大
学
院
研
究
科
で
編
成
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
両
校
地
の
位
置
づ
け
を

よ
り
明
確
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を

強
く
打
ち
出
し
、
今
出
川
校
地
は
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
を
中
心
と
し
た
専
門
教
育
を
展
開
す

る
文
系
学
部
の
教
育
拠
点
と
専
門
職
大
学

院
や
独
立
研
究
科
を
中
心
と
す
る
高
度
専

門
職
業
人
の
養
成
拠
点
、
京
田
辺
校
地
は

理
工
系
と
文
理
融
合
学
部
が
集
積
し
実

験
・
実
習
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
視

す
る
複
合
的
教
育
拠
点
と
身
体
・
生
命
、

先
端
技
術
、
情
報
に
関
し
て
の
国
際
的
先

志を受け継ぎ、志の実現
に向け、良心教育を展開

同志社大学長　八田　英二氏

今出川キャンパス
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端
研
究
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　

本
誌　

価
値
判
断
の
基
準
を
キ
リ
ス
ト

教
に
置
い
た
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

八
田　

創
立
者
の
新
島
先
生
は
一
八
八

八
年
に
﹁
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意
﹂
を

全
国
の
新
聞
に
公
表
し
ま
し
た
が
、
こ
の

旨
意
の
中
で
新
島
先
生
は
キ
リ
ス
ト
教
に

基
づ
く
教
育
に
よ
り
﹁
良
心
を
手
腕
に
運

用
す
る
人
物
の
育
成
﹂
と
も
い
う
べ
き
人

物
の
養
成
に
向
け
た
大
学
を
設
立
し
た
い

と
い
う
願
い
を
記
し
て
い
ま
す
。
本
学
で

は
こ
の
精
神
を
良
心
教
育
と
呼
び
、
建
学

の
精
神
と
し
て
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。

人
に
価
値
観
を
教
え
る
に
は
、
何
ら
か
の

思
想
、
哲
学
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

本
学
は
そ
れ
を
キ
リ
ス
ト
教
に
置
き
、
建

学
の
精
神
を
実
現
す
る
た
め
に
、
キ
リ
ス

ト
教
主
義
、
自
由
主
義
、
国
際
主
義
を
教

育
理
念
に
大
学
教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
科
学
知
識
が
高
度
化
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
と
い

う
知
恵
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、
そ

の
知
恵
を
教
え
る
の
が
大
学
で
あ
り
、
本

学
で
は
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
に
ふ

さ
わ
し
い
知
識
、
知
恵
、
そ
し
て
勇
気
を

持
っ
た
学
生
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

本
誌　

文
部
科
学
省
の
﹁
大
学
の
国
際

化
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
推
進
事

業
（
旧
国
際
化
拠
点
整
備
事
業
（
グ
ロ
ー

バ
ル
三
〇
））﹂
の
拠
点
大
学
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
ね
。

　

八
田　

本
学
で
は
二
〇
〇
九
年
七
月
に

グ
ロ
ー
バ
ル
三
〇
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き
る
人
材

の
養
成
に
向
け
て
国
際
主
義
教
育
へ
の
取

り
組
み
を
強
化
し
て
お
り
、
二
〇
一
〇
年

に
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
、

二
〇
一
一
年
に
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
を
開
設
、
来
年
に
は
グ

ロ
ー
バ
ル
地
域
文
化
学
部
を
今
出
川
キ
ャ

ン
パ
ス
に
開
設
し
ま
す
。
さ
ら
に
昨
年
、

英
語
で
教
授
さ
れ
る
科
目
の
み
で
学
位
を

取
得
で
き
る
国
際
教
育
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ

ー
ト
も
開
設
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
国

際
主
義
教
育
に
特
色
を
お
い
た
小
学
校
と

し
て
同
志
社
国
際
学
院
初
等
部
と
国
際
部

（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
）
も

昨
年
開
校
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
留
学
生

の
派
遣
、
受
け
入
れ
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
二
〇
二
〇
年
に
留
学
生
受

け
入
れ
三
五
〇
〇
名
、
送
り
出
し
一
〇
五

五
名
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
年

誕
生
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
は
英
語
、
中
国
語
、
さ
ら
に

留
学
生
を
対
象
に
し
た
日
本
語
の
三
コ
ー

ス
を
備
え
、
国
際
人
に
求
め
ら
れ
る
幅
広

い
教
養
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
多
文

化
状
況
の
中
で
起
こ
り
う
る
問
題
を
解
決

し
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
誌　

同
志
社
と
い
う
校
名
は
﹁
志
を

同
じ
く
す
る
者
が
集
ま
っ
て
創
る
結
社
﹂

と
い
う
意
味
で
す
ね
。

　

八
田　

本
学
は
そ
の
名
の
通
り
、
若
者

の
志
を
重
視
す
る
大
学
で
す
。
現
在
、
社

会
に
閉
塞
感
が
蔓
延
し
て
い
ま
す
が
、
若

者
に
は
﹁
志
を
持
て
﹂
と
伝
え
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
何
年
、
何
十
年
先
に
、
こ

う
い
う
こ
と
を
や
り
た
い
、
そ
の
た
め
に

今
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
考

え
て
欲
し
い
の
で
す
。
志
を
持
っ
て
大
学

に
入
学
し
、
そ
の
志
を
実
現
す
る
た
め
の

知
識
や
知
恵
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
邁
進

し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。


